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　「
天
ぷ
ら
な
ど
を
揚
げ
る
際
に

は
火
災
に
注
意
す
る
」
こ
れ
は
、

皆
さ
ん
の
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ほ
ど

天
ぷ
ら
油
火
災
の
危
険
性
が
認
知

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
は
一
向
に

減
り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
が
天
ぷ
ら
油
と
し
て
、

昔
か
ら
よ
く
使
っ
て
い
る
サ
ラ
ダ

油
は
、
約
３
６
０
～
３
７
０

℃

（
加
熱
時
間
約
　
分
）
で
自
然
に
加

２０

熱
発
火
し
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
健
康
志
向
を

背
景
と
し
「
脂
肪
を
付
き
に
く
く

す
る
」
な
ど
、
成
分
に
特
徴
を
持

た
せ
た
食
用
油
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
食
用
油
は
、
サ
ラ
ダ
油

に
比
べ
、
短
い
時
間
で
発
火
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
炎
が
油
に
届
い
て
い
な
け
れ
ば

大
丈
夫
だ
と
油
断
せ
ず
に
、
そ
の

場
か
ら
離
れ
る
時
は
、
必
ず
火
を

消
し
火
災
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
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⑪
減
ら
な
い

　「
天
ぷ
ら
油
火
災
」

　趣旨

　　市民活動団体と市が、お互いの信頼関係のもとに協力し合い、自主性や特性を尊重しながら、地域の特性を生か

　　した事業や、地域のさまざまな課題を効果的に解決する事業を実施する場合、市が活動の支援をします。

　要件（※すべての要件を満たす必要があります）

　市民活動団体の要件

　　市内に活動の拠点を有していること。

　　構成員が５人以上であること。

　　運営や組織に関する規約または会則を定めていること。

　　政治活動、宗教活動または営利を目的としていないこと。

　事業要件

　　不特定多数の市民または、社会全体の利益につながるものであること（公益性）。

　　市と連携する内容を含むもの、もしくはその可能性が高いものであること（協働の的確性）。

　　事業に独自性があり、実現可能であること（実現性）。

　　事業による波及効果が期待でき、または新たな展開の可能性が高いものであること（発展可能性）。

　　事業計画またはその経費において、妥当性があること（妥当性）。

　　⑥市民負担率がおおむね５０％以上あること（地域の役割）。

　

　補助金

　　講師謝金や印刷代、材料費、機材借り上げ料など、事業実施に要する経費を補助率１０分の９以内で、１００万円を

　　上限に補助します。※事業の内容により補助率が変わりますので、詳しくは担当部署までお問い合わせください。

　事業の決定

　　審査会などでの審査を行い、補助金を交付することが適当であると認められる事業を決定します。

　申込方法・期限　

　　１０月３０日（金）まで各総合支所および企画部市民活動支援課に設置している申請書に記入の上、申し込みくださ

　　い。また、記入方法や事業内容・申込方法についての説明をしますので事前にご相談ください。

　　

【問い合わせ】企画部市民活動支援課　市民協働推進係　緯０２２０（２２）２１７３　０２２０（２２） 9164

　　　　　  　死shiminkatsudo@city.tome.miyagi.jp

対象とならない経費対象となる経費事業区分

会員や参加者の人件費（旅費、日当含む）講師などへの謝金人件費
飲食費、事務所の光熱水費など消耗品費（事務用品など）燃料費（ガソリンなど）需用費
事業の一括委託費委託料

会員所有の車両および機材の借上げ料会場やレンタル機材などの借上げ料
使用料
および賃借料

工事材料費（U字溝、砂利、セメントなど）原材料費

　市民皆さんの活力ある事業をサポートします

対象経費の主な例　（団体の運営経費、人件費、備品購入費などは対象とはなりません）

「登米市地域協働まちづくり事業」を募集します

13 Aug.2009

　
市
で
は
、
市
民
の
創
造
力
を
生

か
し
た
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
、
す
べ
て
の
市
民

が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
男
性

も
女
性
も
対
等
に
責
任
を
担
い
な

が
ら
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
｣
を
目
指
し
て
、（
仮
称
）
登

米
市
男
女
共
同
参
画
条
例
を
制
定

し
ま
す
。

　
今
、
わ
た
し
た
ち
を
取
り
巻
く

社
会
情
勢
は
、
少
子
高
齢
化
の
急

速
な
進
行
や
経
済
社
会
の
低
迷
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。　

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
、

活
力
あ
る
登
米
市
を
築
き
上
げ
る

た
め
、「
男
女
共
同
参
画
基
本
法
」

に
基
づ
き
「
登
米
市
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
」
や
「
登
米
市
男
女

共
同
参
画
行
動
計
画
」
な
ど
を
策

定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
計
画

的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
社
会
全
体
で
は
、「
男

で
あ
る
」「
女
で
あ
る
」
と
い
っ
た

性
別
に
よ
る
役
割
分
担
の
意
識
や
、

そ
れ
に
基
づ
く
制
度
や
慣
行
な
ど

が
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　
男
女
が
手
を
取
り
合
い
、
共
に

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役

割
分
担
の
意
識
を
解
消
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
教
育
、
子
育
て
、

商
工
業
、
農
業
、
介
護
、
防
災
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
、
性
別
や

年
齢
を
超
え
た
多
様
な
意
見
を
取

り
入
れ
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
こ
の
条
例
の
制
定
に
あ
た
っ
て

は
、「
市
民
と
と
も
に
つ
く
り
育

て
る
条
例
」
と
し
て
、
市
民
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら

条
例
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
皆
さ
ん
と
と
も
に
身
近
な

条
例
を
つ
く
り
育
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
条
例
の
意
義
を
正
し
く
理
解
す

る
こ
と
が
、
性
別
に
か
か
わ
り
な

く
男
女
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
す
る
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

　
男
女
が
一
人
一
人
の
能
力
を
最

大
限
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
、「（
仮

称
）登
米
市
男
女
共
同
参
画
条
例
」

を
一
緒
に
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　（
仮
称
）登
米
市
男
女
共
同
参
画

条
例
制
定
へ
向
け
て
、
広
く
皆
さ

ん
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
策

定
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】　
３
人
以
内

【
応
募
資
格
】　
次
の
①
～
④
ま
で

　
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人

　
①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
在

　
も
居
住
し
て
い
る
人

　
②
市
内
の
男
女
共
同
参
画
に
関

　
心
の
あ
る
人

　
③
公
共
性
の
観
点
か
ら
意
見
を

　
述
べ
ら
れ
る
人

　
④
市
の
職
員
お
よ
び
市
議
会
議

　
員
で
な
い
人

【
任
期
】　
委
嘱
を
受
け
て
か
ら
条

　
例
策
定
ま
で
（
２
年
程
度
）

【
役
割
】　
条
例
に
関
す
る
調
査
お

　
よ
び
研
究
、
条
例
の
素
案
の
策

　
定
、
市
長
へ
の
報
告
の
ほ
か
、

　
条
例
に
関
す
る
こ
と

【
組
織
】　
公
募
（
３
人
以
内
）
や
、

　
学
識
経
験
者
、
各
種
団
体
の
代

　
表
者
な
ど
、　

人
以
内
の
委
員

１５

　
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

【
応
募
方
法
】　
次
の
事
項
を
記
載

　
し
た
「
応
募
申
込
書
」（
注
１
）
と

　「
作
文
」（
注
２
）
を
郵
送
ま
た

　
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
①
氏
名
　
②
住
所
　
③
電
話
番

　
号
　
④
性
別
　
⑤
生
年
月
日
　

　
⑥
職
業
・
勤
務
先
　
⑦
経
歴（
職

　
歴
、
学
歴
な
ど
）
⑧
地
域
で
の

　
活
動
状
況
　
⑨
応
募
し
た
理
由

　
※
注
１
　
応
募
は
任
意
の
様
式

　
ま
た
は
、
各
総
合
支
所
地
域
生

　
活
課
お
よ
び
企
画
部
市
民
活
動

　
支
援
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

　
込
書
に
記
入
。

　
※
注
２
　
作
文
は
「
男
女
共
同

　
参
画
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
課

　
題
や
抱
負
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

　
４
０
０
字
程
度
で
作
成
。
様
式

　
の
定
め
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

【
応
募
期
限
】

８
月
　
日
（
火
）

１８

　
当
日
消
印
有
効

【
選
考
】　
選
考
結
果
な
ど
に
つ
い

　
て
は
、
応
募
者
全
員
に
後
日
通

　
知
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
〒
９
８
７
―
０
５
１
１

　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁

　
目
６
番
地
１

　
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
参
画
支
援
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
７
３

２２

（
仮
称
）
登
米
市
男
女
共
同

参
画
条
例
を
制
定
し
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

条
例
を
つ
く
り
育
て
ま
す

（
仮
称
）
登
米
市
男
女
共
同

参
画
条
例
策
定
委
員
を
募
集

し
ま
す

男女共同参画社会のイメージ図

●女性の政策・方針決定過程への参画が進み、

多様な人材が活躍することによって経済活動

の創造性が増し、生産性が向上

●働き方の多様化が進み、男女がともに働き

やすい職場環境が確保されることによって、

個人が能力を最大限に発揮

職場に活気

●家族を構成する個人がお互い尊重し合い協

力することによって、家族のパートナーシッ

プの強化

●仕事と家庭の両立支援環境が整い、男性の

家庭への参加も進むことによって、男女が共

に子育てや教育に参加

家庭生活の充実

●男女が共に主体的に地域活動やボランティ

アなどに参加することによって、地域コミュ

ニティーが強化

●地域の活性化、暮らし改善、子どもたちが

伸びやかに育つ環境が実現

地域力の向上

今と未来自分の周囲を「カンガエル」

「カエル（変える）！ジャパン」キャンペーン

　
一
人
一
人
が
生
き
生
き
と
豊
か
に
生
き
る
た
め
、
男
女
が
手

を
取
り
合
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

　
今
月
号
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
、

市
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
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ひ
　
　
　
と

連
載
　
第
１
回


